
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「八女市平和祈念式典」に献呈する千羽鶴を、

夏休みに入る前に、生徒会役員が市役所に届け

ました。見崎中の全校生徒で、平和の祈りを込

めて鶴を折り、千羽鶴の形に揃えました。 

８月５日（金）の出校日には、全学年が「平和

学習」を行い、平和を守ることの大切さを、改め

て実感しています。また、図書館でも、「戦争・

平和」に関する本を特集しています。 

見崎中学校 学校だより 

露  路 

令和４年 

8月25日 

第５号 

編集責任 

内田 進 

 

自主創造：積極的に学び、生き方を創り出す 

着実勤勉：働く大切さ・喜びを知り、責任を果たす 

融和協同：自他を大切にし、協力して成し遂げる 

「平和への願い」を届けました！ 

８月５日（金）～６日（土）に、八女市中学生

平和学習事業が３年ぶりに開催され、本校代表

として２年生の加藤諒汰さんが参加しました。 

この事業の目的は、「八女市の平和事業の一環

として、各市立学校から生徒代表を被爆地広島

へ派遣し、平和記念式典への参加や平和記念資

料館を見学することを通して、戦争の悲惨さや

命の尊さについて学ばせる。」ことです。なお、 

加藤さんが広島に行って経験した内容については、文化発表会のときに発表する

ことになっています。全校で再度学習を深めていきます。 

（※裏面には、松井広島市長の「平和宣言」を掲載しています。） 

八女市中学生平和学習事業について 

夏休み明け、様々な行事(取組)が待っています！ 

３５日間の夏休みが終わりました。毎年のことではありますが、この時期が一

番子どもたちの成長を感じるときです。約１ヶ月間、学校ではできない様々な経

験を家庭や地域でしたことにより、心身ともにより一層たくましくなっている姿

がとても印象的です。家庭、地域、学校が一緒になって子どもたちの成長を応援

する「コミュニティ・スクール」の大切さを改めて感じています。 

さて、下記の通り、学校ではこれからたくさんの行事（取組）が目白押しです。

保護者の皆様のご支援のほどよろしくお願いいたします。 

【 ９月】前期期末考査 八女地区新人陸上大会 生徒会選挙 ３年生三者面談 

【１０月】八女地区新人大会 八女地区連合音楽会 文化発表会 生徒会交代式 

【１１月】後期中間考査 小中一貫教育研究発表会 

【１２月】１年生職場体験 ２年生修学旅行 ３年生三者面談 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大会を終えて」各部長の思いです！ 

【サッカー部 部長】 

 僕たちサッカー部は、たくさんのOBの方々に日

頃から来てもらいながら練習をすることができて、

他の学校のサッカー部よりも高いレベルで練習する

ことができました。OB の方たちからは、サッカー

以外のことも教えてもらい、人としても大きく成長

することができました。最後の試合では、広川中に 

４対２で負けてしまいましたが、チームみんなが全力でプレーすることができ

たと思います。これから１，２年生は全員で協力し合って頑張って下さい。 

【女子バレーボール部 部長】 

 私たちバレー部は、２日目出場をかけて午後から

西中と戦いました。結果は負けて目標を達成するこ

とができませんでした。ですが、部員全員が悔いの

ないプレーをすることができたと思います。２年生

は、これから新人戦や来年夏の中体連に向けて頑張

って下さい。また、たくさんのことを教えていただ

いたOGの方々、送迎や応援をしてくださった保護 

者の方々、今までお世話になりました。本当にありがとうございました。 

【女子バスケットボール部 部長】 

 私たちバスケットボール部は、２日目に筑後中に

勝ち、筑後北中に負けてしまいました。最後の試合

では、負けていても誰一人あきらめることがなく、

最後まで全員で戦うことができました。今年は筑後

地区大会に出場することができなかったので、これ

から、１，２年生はキャプテンを中心に全員で協力

し合い、来年の中体連で筑後地区大会に出場できる 

ように頑張って下さい。応援しています。 

 【卓球部 部長】 

 私たち卓球部は、目標としていた２日目には残れま

せんでしたが、悔いのない試合ができたこと、仲間の

絆が分かり深まることができたので、とても良い大会

になりました。大会前にみんなで一生懸命練習できた

ことが、私にとってとても大きな思い出です。３年生

は卒部してしまうけれど、約２年半の部活動で学んだ

ことを忘れず、部活動以外のところで生かしていこう 

と思います。また１，２年生は、仲良く明るく元気な卓球部をつくり、来年の

大会は悔いのない大会にして下さい。応援しています。 

※陸上部では、２年   さんが県大会の低学年80ｍＨの部へ出場しました。 



平和
へ い わ

宣言
せんげん

 

母
はは

は私
わたし

の憧れ
あこがれ

で、優しく
やさしく

大切
たいせつ

に育てて
そだてて

くれました。そう語る
かたる

、当時
とうじ

、16
１６

歳
さい

の女性
じょせい

は、母
はは

の

心尽くし
こころづくし

のお弁当
おべんとう

を持って
も っ て

家
いえ

を出た
で た

あの日
ひ

の朝
あさ

が、最後
さいご

の別れ
わかれ

になるとは、思い
おもい

もしませんで

した。77
７７

年前
ねんまえ

の夏
なつ

、何
なん

の前触れ
まえぶれ

もなく、人類
じんるい

に向けて
む け て

初めて
はじめて

の核兵器
かくへいき

が投下
とうか

され、炸裂
さくれつ

した

のがあの日
ひ

の朝
あさ

です。広島駅
ひろしまえき

付近
ふきん

にいた女性
じょせい

は、凄まじい
す さ ま じ い

光
ひかり

と共
とも

にドーン
ど ー ん

という爆風
ばくふう

に

背中
せなか

から吹き飛ばされ
ふ き と ば さ れ

意識
いしき

を失いました
うしないました

。意識
いしき

が戻り
もどり

、まだ火
ひ

がくすぶる市内
しない

を母
はは

を捜して
さがして

さ

まよい歩く
あるく

中
なか

で目
め

にしたのは、真っ黒
まっくろ

に焦げた
こ げ た

おびただしい数
かず

の遺体
いたい

。その中
なか

には、立った
た っ た

ま

まで牛の首
くび

にしがみついて黒
くろ

焦げ
こ げ

になった遺体
いたい

や、潮
しお

の満ち引き
み ち ひ き

でぷかぷか移動
いどう

しながら

浮いて
う い て

いる遺体
いたい

もあり、あの日
ひ

の朝
あさ

に 日 常
にちじょう

が一変
いっぺん

した光景
こうけい

を地獄
じごく

絵図
え ず

だったと

振り返ります
ふ り か え り ま す

。 

 

ロシア
ろ し あ

によるウクライナ
う く ら い な

侵攻
しんこう

では、国民
こくみん

の生命
せいめい

と財産
ざいさん

を守る
まもる

為政者
いせいしゃ

が国民
こくみん

を戦争
せんそう

の道具
どうぐ

として使い
つかい

、他国
たこく

の罪
つみ

のない市民
しみん

の 命
いのち

や日 常
にちじょう

を奪って
うばって

います。そして、世界中
せかいじゅう

で、核兵器
かくへいき

による抑止力
よくしりょく

なくして平和
へいわ

は維持
い じ

できないという考え
かんがえ

が勢い
いきおい

を増して
ま し て

います。これらは、こ

れまでの戦争
せんそう

体験
たいけん

から、核兵器
かくへいき

のない平和
へいわ

な世界
せかい

の実現
じつげん

を目指す
め ざ す

こととした人類
じんるい

の決意
けつい

に

背く
そむく

ことではないでしょうか。武力
ぶりょく

によらずに平和
へいわ

を維持
い じ

する理想
りそう

を追 求
ついきゅう

することを放棄
ほうき

し、

現 状
げんじょう

やむなしとすることは、人類
じんるい

の存続
そんぞく

を危うく
あやうく

することにほかなりません。過ち
あやまち

をこれ

以上
いじょう

繰り返して
く り か え し て

はなりません。とりわけ、為政者
いせいしゃ

に核
かく

のボタン
ぼ た ん

を預ける
あずける

ということは、1945
１９４５

年
ねん

8
８

月
がつ

6
６

日
か

の地獄
じごく

絵図
え ず

の再現
さいげん

を許す
ゆるす

ことであり、人類
じんるい

を核
かく

の脅威
きょうい

にさらし続ける
さ ら し つ づ け る

ものです。

一刻
いっこく

も早く
はやく

全て
すべて

の核
かく

のボタン
ぼ た ん

を無用
むよう

のものにしなくてはなりません。 

 

また、他者
たしゃ

を威嚇
いかく

し、その存在
そんざい

をも否定
ひてい

するという行動
こうどう

をしてまで自分
じぶん

中 心
ちゅうしん

の考え
かんがえ

を

貫く
つらぬく

ことが許されて
ゆ る さ れ て

よいのでしょうか。私たち
わたしたち

は、今
いま

改めて
あらためて

『
「

戦争
せんそう

と平和
へいわ

』
」

で知られる
し ら れ る

ロシア
ろ し あ

の文豪
ぶんごう

トルストイ
と る す と い

が残した
のこした

「他人
たにん

の不幸
ふこう

の上
うえ

に自分
じぶん

の幸福
こうふく

を築いて
きずいて

はならない。他人
たにん

の幸福
こうふく

の中
なか

にこそ、自分
じぶん

の幸福
こうふく

もあるのだ」という言葉
ことば

をかみ締める
か み し め る

べきです。 

 

今年
ことし

初め
はじめ

に、核兵器
かくへいき

保有
ほゆう

5
５

か国
かこく

は「核
かく

戦争
せんそう

に勝 者
しょうしゃ

はなく、決して
けっして

戦って
たたかって

はならない」「ＮＰ

Ｔ（核兵器
かくへいき

不拡散
ふかくさん

条 約
じょうやく

）の義務
ぎ む

を果たして
は た し て

いく」という声明
せいめい

を発 表
はっぴょう

しました。それにもか

かわらず、それを着 実
ちゃくじつ

に履行
りこう

しようとしないばかりか、核兵器
かくへいき

を使う
つかう

可能性
かのうせい

を示唆
し さ

した国
くに

が

あります。なぜなのでしょうか。今
いま

、核
かく

保有
ほゆう

国
こく

がとるべき行動
こうどう

は、核兵器
かくへいき

のない世界
せかい

を夢
ゆめ

物 語
ものがたり

にすることなく、その実現
じつげん

に向け
む け

、国家間
こっかかん

に信頼
しんらい

の橋
はし

を架け
か け

、一歩
いっぽ

を踏み出す
ふ み だ す

ことであるはず

です。核
かく

保有
ほゆう

国
くに

の為政者
いせいしゃ

は、こうした行動
こうどう

を決意
けつい

するためにも、是非
ぜ ひ

とも被爆地
ひばくち

を訪れ
おとずれ

、核兵器
かくへいき



を使用
しよう

した際
さい

の結末
けつまつ

を直視
ちょくし

すべきです。そして、国民
こくみん

の生命
せいめい

と財産
ざいさん

を守る
まもる

ためには、核兵器
かくへいき

を無くす
な く す

こと以外
いがい

に根本的
こんぽんてき

な解決
かいけつ

策
さく

は見いだせない
み い だ せ な い

ことを確信
かくしん

していただきたい。とりわけ、

来年
らいねん

、ここ広島
ひろしま

で開催
かいさい

されるＧ７サミット
さ み っ と

に出 席
しゅっせき

する為政者
いせいしゃ

には、このことを強く
つよく

期待
きたい

し

ます。 

 

広島
ひろしま

は、被爆者
ひばくしゃ

の平和
へいわ

への願い
ねがい

を原点
げんてん

に、また、核兵器
かくへいき

廃絶
はいぜつ

に生 涯
しょうがい

を捧げられた
さ さ げ ら れ た

坪井
つぼい

直
すなお

氏
し

の「ネバーギブアップ
ね ば ー ぎ ぶ あ っ ぷ

」の精神
せいしん

を受け継ぎ
う け つ ぎ

、核兵器
かくへいき

廃絶
はいぜつ

の道
みち

のりがどんなに険しい
けわしい

としても、

その実現
じつげん

を目指し続けます
め ざ し つ づ け ま す

。 

 

世界
せかい

で8
８

,200
２００

の平和
へいわ

都市
と し

のネットワーク
ね っ と わ ー く

へと発展
はってん

した平和
へいわ

首 長
しゅちょう

会議
かいぎ

は、今年
ことし

、第 10回
だい１０かい

総会
そうかい

を広島
ひろしま

で開催
かいさい

します。総会
そうかい

では、市民
しみん

一人一人
ひとりひとり

が「幸せ
しあわせ

に暮らす
く ら す

ためには、戦争
せんそう

や武力
ぶりょく

紛争
ふんそう

がなく、また、生命
せいめい

を危険
きけん

にさらす社会的
しゃかいてき

な差別
さべつ

がないことが大切
たいせつ

である」という思い
おもい

を共 有
きょうゆう

する市民
しみん

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指します
め ざ し ま す

。その上
うえ

で、平和
へいわ

を願う
ねがう

加盟
かめい

都市
と し

との連携
れんけい

を強化
きょうか

し、あらゆる暴 力
ぼうりょく

を否定
ひてい

する「平和
へいわ

文化
ぶんか

」を振興
しんこう

します。平和
へいわ

首 長
しゅちょう

会議
かいぎ

は、為政者
いせいしゃ

が核
かく

抑止力
よくしりょく

に依存
いぞん

することなく、対話
たいわ

を通じた
つうじた

外交
がいこう

政策
せいさく

を目指す
め ざ す

ことを後押し
あとおし

します。 

 

今年
ことし

6
６

月
がつ

に開催
かいさい

された核兵器
かくへいき

禁止
きんし

条 約
じょうやく

の第 1回
だい１かい

締約国
ていやくこく

会議
かいぎ

では、ロシア
ろ し あ

の侵攻
しんこう

がある中
なか

、

核兵器
かくへいき

の脅威
きょうい

を断固
だんこ

として拒否
きょひ

する宣言
せんげん

が行われました
おこなわれました

。また、核兵器
かくへいき

に依存
いぞん

している国
くに

が

オブザーバー
お ぶ ざ ー ば ー

参加
さんか

する中
なか

で、核兵器
かくへいき

禁止
きんし

条 約
じょうやく

がＮＰＴに貢献
こうけん

し、補完
ほかん

するものであることも

強 調
きょうちょう

されました。日本
にほん

政府
せいふ

には、こうしたことを踏まえ
ふ ま え

、まずはＮＰＴ再検討
さいけんとう

会議
かいぎ

での

橋渡し
はしわたし

役
やく

を果たす
は た す

とともに、次回
じかい

の締約国
ていやくこく

会議
かいぎ

に是非
ぜ ひ

とも参加
さんか

し、一刻
いっこく

も早く
はやく

締約
ていやく

国
こく

となり、

核兵器
かくへいき

廃絶
はいぜつ

に向けた
む け た

動き
うごき

を後押し
あとおし

することを強く
つよく

求めます
も と め ま す

。 

 

また、平均
へいきん

年齢
ねんれい

が84
８４

歳
さい

を超え
こ え

、心身
しんしん

に悪
あく

影 響
えいきょう

を及ぼす
およぼす

放射
ほうしゃ

線
せん

により、生活面
せいかつめん

で様々
さまざま

な苦しみ
くるしみ

を抱える
かかえる

多く
おおく

の被爆者
ひばくしゃ

の苦悩
くのう

に寄り添い
よ り そ い

、被爆者
ひばくしゃ

支援
しえん

策
さく

を 充 実
じゅうじつ

することを強く
つよく

求めます
も と め ま す

。 

 

本日
ほんじつ

、被爆
ひばく

77
７７

周 年
しゅうねん

の平和
へいわ

記念
きねん

式典
しきてん

に当たり
あ た り

、原爆
げんばく

犠牲者
ぎせいしゃ

の御霊
みたま

に心から
こころから

哀悼
あいとう

の 誠
まこと

を

捧げる
ささげる

とともに、核兵器
かくへいき

廃絶
はいぜつ

とその先に
さきに

ある世界
せかい

恒 久
こうきゅう

平和
へいわ

の実現
じつげん

に向け
む け

、被爆地
ひばくち

長崎
ながさき

、そし

て思い
おもい

を同じく
おなじく

する世界
せかい

の人々
ひとびと

と共
とも

に 力
ちから

を尽くす
つ く す

ことを誓います
ち か い ま す

。 

 

令和
れいわ

４年
４ねん

（2022
２０２２

年
ねん

）８月
８がつ

６日
６にち

   広島
ひろしま

市長
しちょう

 松井
まつい

 一
かず

實
み

 


